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　　　　　　　～令和6年度　１学期を終えて～

　校訓「自愛・友愛・博愛」を掲げ、幼児児童生徒の「自立・社会参加」を目指し、４月８日に幼小中

高等部293名、教職員201名でスタートした令和６年度の１学期もあっという間に終えようとしていま

す。始業式の校長あいさつの中で、学校だけでなく社会に出ても必要な力を身につけて欲しい、という

校長からのお願いとして子ども達に３つのお願い【１つ目には「あいさつをしよう」、２つ目に「感謝の

気持ちを忘れない（ありがとう）」、３つ目に「「学校での様子を伝えよう（伝える力）」】の話を

し、１学期の終業式の中でも幼児児童生徒の皆さんに取り組みについて問いかけています。各家庭にお

いても聞いてみて下さい。また、１学期を終えて学校の様子について「あゆみ」や「通知表」により学

習の記録が各ご家庭へ届きます。学校において教育活動を進めるために、「何ができるようになるか」

「何を学ぶか」「どのように学ぶか」の観点で授業作りを行っていますので、ご家庭で１学期の様子を

振り返りお子さんの頑張りについて保護者の皆さんの賞賛の言葉をお願いします。

　また、学習を進めるにあたり、教育課程を編成（P）・

実施（D）・評価（C)・改善（A)によりＰＤＣＡサイクル

を回して指導改善に努めています。そして、学習の状況を

三つの柱とした内容で「知識及び技能」「思考力・判断力

・表現力」「学びに向かう力・人間性等」の３観点で教科

の目標を掲げ、評価していますので、下記の図のように授

業の取り組みの様子をご確認下さい。
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